
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 申１３号「２０２１年度夏季手当等に関する申し入れ」の第３回交渉において、

会社は基準内賃金の２．０ヶ月回答を示しました。生活実感に重きを置いた回答

ではないため、申１４号「組合員と家族の生活確保とモチベーションの維持・向

上を求める２０２１年度夏季手当等に関する緊急再申し入れ」を行い、６月１１

日に団体交渉を行いました。ＪＲ東労組は生活実感・労働実感・職場現実を突き

つけましたが、会社は業績を理由に回答を修正せず、妥結することは出来ません

でした。 

本日、全地本代表者会議を行い、「ＪＲ東労組のたたかいの理解者が増えた」「２

１春闘を総括し、『赤字だから仕方がない』という声を転換してきた」等、たた

かいの前進が確認された意見や会社の姿勢に対して怒りの意見が出されました。

代表者会議の議論を経て、中央執行委員会で議論し妥結する判断に至りました。

この間、青年部では情報宣伝活動を通じて青年部員の声を届けてきました。本日

発行された中央本部見解を読み合わせし、組織強化・拡大のたたかいをつくり出

しましょう！ 
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